
日日 本本 工工 業業 大大 学学 ポポ リリ シシ ーー  

日本工業大学・学部の目的 

■日本工業大学学則■

（第１条 目的）

日本工業大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、

道徳的及び応用的能力を展開し、もって社会の発展に寄与することを目的とする。 

（第６条 学部の目的） 

基幹工学部は本大学の建学の精神及び理念に則り、永続的な基幹工学分野の科学技術の理論と実践を教授

研究するとともに、幅広い教養と豊かな創造性のある人材を育成し、もって社会の発展に寄与することを

目的とする。 

２ 先進工学部は本大学の建学の精神及び理念に則り、先進的な分野の科学技術の理論と実践を教授研究

するとともに、幅広い教養と豊かな創造性のある人材を育成し、もって社会の発展に寄与することを目

的とする。 

３ 建築学部は本大学の建学の精神及び理念に則り、建築及び生活環境分野の科学技術の理論と実践を教

授研究するとともに、幅広い教養と豊かな創造性のある人材を育成し、もって社会の発展に寄与するこ

とを目的とする。 

日本工業大学 ディプロマポリシー

日本工業大学は、「建学の精神・理念」に基づき、「実工学の学び」を深化させ、持続可能な社会に貢献する「確

かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し続ける実践的技術創造人材」を育成します。本学は、所

定の卒業要件を満たすことで、以下の能力・素養を身につけた者に対し、学位（学士（工学））を授与します。 

【専 門 的 知 識 ・ 技 能】 

(1) 工学の基礎的な知識や技能を修得し、深化させることができる

(2) 豊富な知識で新しい工学的価値を創造できる

(3) 常に進化し発展を続ける技術に生涯にわたって対応できる

【実 践 的 技 術 力】 

(1) 豊富な実験実習等で体得した知と技を生かし、現場で課題解決および発展的提案ができる

【豊かな人間性と社会性】 

(1) 自発的、自律的に学ぶ力を有し、理論と実践から論理的に物事を考えることができる

(2) 自らの考えを説明し、他者や社会に伝達することができる

日本工業大学 カリキュラムポリシー

日本工業大学は、「建学の精神・理念」に基づき、「確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し

続ける実践的技術創造人材」を育成します。そのため、教育課程は、学科単位の「専門教育科目」と全学的な「共

通教育科目」を有機的に連携させた組織的なカリキュラムを構築します。 

【専 門 的 知 識 ・ 技 能】 

日本工業大学が育成する人材は、専攻する学問分野の専門性及び学術的背景等を踏まえて到達されることから、

「専門的知識・技能」については各学部・学科に教育課程の編成方針（カリキュラムポリシー）を定め、その方

針の下に「専門教育科目」を配置します。 



【実 践 的 技 術 力】 

技術者としての素養と工学の実践力を身につけるため、技術と理論を並行して学ぶ「デュアルシステム」を採

用し、講義科目と実験・実習・演習系科目を初年次から学年ごとに体系的に編成します。 

【豊かな人間性と社会性】 

全学的な「共通教育科目」では、主に技術者として必要な教養や倫理観、自立した個人として将来にわたり学

び続ける学習態度や意識及び自らの思考を他者に伝えることができるコミュニケーション能力の涵養を目指

しており、「教養科目」「言語系科目」「理数系科目」「環境系科目」「キャリア・アントレプレナーシップ系科

目」「社会連携・国際理解科目」の区分において体系的に編成します。 また、ゼミ・卒業研究を配置し、これ

らの教養・意識・能力を実践的に深めます。 

日本工業大学 アドミッションポリシー

日本工業大学は、「建学の精神・理念」に基づき、「確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し

続ける実践的技術創造人材」を育成します。 

そのため、その基礎をなす以下に掲げる能力と意欲をもつ人を広く求めます。 

【日本工業大学が求める人物像】 

(1) 工学に対して関心をもち、それを学ぶ意欲を有する人

(2) 工学を学ぶための基礎的知識や技能を備え、それを活用するための能力を備えている人

(3) 主体的に社会と係わり、より良い人生を送りたいという気持ちを有している人

【特 別 選 抜】 

本学が期待する学生像においてリーダー的存在になり得る人を選抜します。工学を学ぶための基礎的知識・技能、

思考力・判断力・表現力、および主体性をもって協働して学ぶ姿勢について総合的に見る入試です。学業成績、

資格・検定試験の結果、総合的な学習・探求、課題研究での成果、その他の活動の記録および面接により評価し

ます。 

【共通テスト利用】 

工学を学ぶための基礎的知識・技能、思考力・判断力・表現力が備わっているかを見る入試です。数学、英語、

理科、または国語における大学入学共通テストの点数を評価します。また、調査書も評価の参考にします。 

【一 般 選 抜】 

工学を学ぶための基礎的知識・技能、思考力・判断力・表現力が備わっているかを見る入試です。数学、理科ま

たは国語、英語の筆記試験を行い、その点数を評価します。また、調査書も評価の参考にします。一般選抜英語

外部試験利用では、英語の筆記試験に代えて、英語外部試験の結果を評価します。 

【３ 月 入 試】 

工学への関心、工学を学ぶための基礎的知識・技能、思考力・判断力・表現力および主体性をもって協働して学

ぶ姿勢について総合的に見る入試です。学業成績、その他の活動の記録、小論文および面接により評価します。 

【学校推薦型選抜（指定校）（公募制）】  

工学への関心、工学を学ぶための基礎的知識・技能、思考力・判断力・表現力および主体性をもって協働して学

ぶ姿勢について総合的に見る入試です。高等学校等を卒業する生徒が対象で、学業成績、その他の活動の記録お

よび面接により評価します。この入試では、基礎学力を把握するための質疑・応答を行います。 

【総 合 型 選 抜】 

工学への関心、工学を学ぶための基礎的知識・技能、思考力・判断力・表現力および主体性をもって協働して学

ぶ姿勢を見る入試です。志望理由書、数学・英語の筆記試験または講義レポート、課題作品等、調査書および面

接・プレゼンテーション等により評価します。 



日日 本本 工工 業業 大大 学学 大大 学学 院院 ポポ リリ シシ ーー  

工学研究科・博士前期課程・博士後期課程の目的 

■日本工業大学大学院学則■

（第１条 目的）

日本工業大学大学院は、学術の理論及び応用を教授・研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が

求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与することを目的とす

る。 

（第５条 研究科の目的） 

工学研究科は、工学に関する精深な学識を究め、技術社会に対応し得る実工学的研究をすすめ、もって

社会に寄与することを目的とする。 

２ 工学研究科博士前期課程は、広い視野に立って工学における先進的かつ実践的な学識および能力を授

け、高い専門性と研究能力を有する創造的職業人を養成することを目的とする。 

３ 工学研究科博士後期課程は、工学の専門分野において創造性豊かで実践的な研究開発能力を持ち、自

立して研究を行うことができる研究者、又は工業技術の進展に寄与し得る実践的研究開発能力を持った高

度に専門的な創造的職業人を養成することを目的とする。 

工学研究科博士前期課程のディプロマポリシー

日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程では、所定の修了要件を満たすことで下記の能力と資質を備えた

ものと認め、修士（工学）を授与します。 

【専門力】 

・社会において活用できる実践的な技術力を身につけ、幅広い視野から課題発見・解決につなげることができる。

・特定分野の深い知識と技能に基づき、新しい価値を創出する独創的な調査・研究・開発等を遂行できる。

【人間力】 

・技術者・研究者として高い倫理観を持ち、柔軟に思考し、自律的・持続的に行動することができる。

・自らの考えを論理的に説明し、想像力をもって他者の意見を理解し、議論を深めることができる。

工学研究科博士前期課程のカリキュラムポリシー

日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程では、これから益々多様化する社会において、変化し続ける科学

技術に順応できるよう、堅実な基礎の上で柔軟に思考し、新しい価値を創出できる技術者を養成するための教育

課程を用意しています。 

1年次には、専門領域毎に配置された選択科目の他に、必修科目として各専攻の特性に合わせて、主体的に学修

を進める「演習科目」を配置しています。演習科目では、コミュニケーション能力、課題解決能力、プレゼンテ

ーション能力、論理的思考力などを育みます。 

2年次においては、それまでに修得した知識・技能を生かし、主体的に研究・開発を進め、設定した目標を達成

し、修士論文や修士設計を完成させます。 

工学研究科博士前期課程のアドミッションポリシー

日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程は、「実工学」の理念のもと、主体的に研究・開発計画を立案し、

推進できる能力と素養を有する人物を求めます。研究・開発を進めるために必要な工学の基礎を修得し、高い倫

理観をもって目標を達成するために継続して努力できる意欲・姿勢を重視します。



工学研究科博士後期課程のディプロマポリシー

日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程は、自立して研究活動が行え、高度な創造的研究の企画、遂行、成

果の発表等が行える能力とその基盤となる学識、技術等を身につけていることを学位授与の要件としています。 

各専攻とも、所定の期間在学し、教育と研究の目的に沿った研究を行い、所定の単位を修得し、各専攻が行う博

士論文の審査及び試験に合格し、課程を修了することが学位授与の要件です。

工学研究科博士後期課程のカリキュラムポリシー

日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程では、創造性豊かで実践的な研究開発能力を持ち、自立して研究を

行うことができる研究者、あるいは実践的研究開発能力を持った高度で専門的な創造的職業人を養成することを目

標としています。そのため、博士後期課程では、博士前期課程で培った課題発見能力ならびに関連分野を俯瞰する

能力を活かしながら、自らの研究テーマの学術的な背景を明確にするとともに、独創的な視点からテーマを深く掘

り下げ、博士論文をまとめることを主眼としています。 

工学研究科博士後期課程のアドミッションポリシー

日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程には、21世紀の産業界を担う、研究者・開発技術者を養成する大

きな目的があり、入学希望者にはその資質を求めます。具体的には、修士論文の内容、独創性を重視するととも

に、学会等外部での発表成果と評価も判断材料となります。



日本工業大学専門職大学院ポリシー 

大学院技術経営研究科の目的 

■日本工業大学専門職大学院学則■

（第２条 目的）

日本工業大学専門職大学院（以下「本専門職大学院」という。）は、学術の理論及び応用を教授・研究し、

高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展に寄与する

ことを目的とする。 

（第８条 研究科の目的） 

技術経営研究科は、専門職学位課程において、中小企業経営、事業創業、中小企業診断等に関する基礎及

び応用段階の実践的知識を修得させるとともに、実践・ケーススタディ段階の実践的経験を積み重ね、技

術系中堅・中小企業において職業的倫理観を有した課題発見・解決能力を持った高度職業人としての技術

経営人材を育成する。また、教員は技術経営人材の育成や技術系中堅・中小企業への支援に貢献できるよ

う技術経営に関する実践的研究を推進するものとする。 

 技術経営研究科のディプロマポリシー

本技術経営研究科では、各コースが目標とする技術経営人材に必要な知識を体系的に修得し、その知識が実

践的に活用できる力を持つと評価された修学生には技術経営修士（専門職）の学位を授与する。 

具体的な要件としては、第一にコースの選択必修対象科目から 14 単位以上を取得し該当コースが目標とす

る人材育成に必要な専門的知識を修得していること、第二にコース系と共通系科目において必要な単位を含

め 30 単位以上を取得し、それら知識を実践的に活用する技術経営プロジェクト研究（特定課題研究）Ⅰ・Ⅱ

に合格していることである。 

 技術術経営研究科のカリキュラムポリシー

本技術経営研究科では、中小企業経営、事業創造、と中小企業診断の 3 コースの高度技術経営人材を育成す

る。 

入学者は 3コースから何れかのコースを選択し、そのコース系科目を学ぶ必要がある。 

コース系科目には、各コースが目指す技術経営人材が育成できる学習項目に沿ってコース基本科目とコー

ス重点科目を配置する。コース系科目の理解が深められるよう共通に学ぶべき学習項目について共通系科目

として基幹科目と総合・実践科目を設ける。初級的な基礎レベルから専門的な応用レベルそして実践・ケース

スタディレベルへと段階的・体系的に学べるよう科目内容に配慮する。

授業を担当する教員は、院生の学習効果とモチベーションを高められるように、FD 研究会の検討成果を踏

まえ、授業のあり方を積極的に工夫する。 

 技術経営研究科のアドミッションポリシー

本技術経営研究科は、技術系中堅・中小企業の経営者・後継者、幹部社員、起業家などを中心とした実務経

験者を対象に、1 年の修学期間で、職業的倫理を踏まえた的確な意思決定、マネジメントができる高度技術経

営人材を育成することを基本目標としている。 



 入学者は、1 年間という短期間に就業後の夜間（土曜日は昼夜間）に集中して技術経営を学ぶことが求めら

れる。 

 そのため、本技術経営研究科においては、経営・業務に関する問題意識と積極的な改革・改善や起業などに

取り組む向上心と情熱、技術経営を学ぶ具体的な目標と強い持続的意欲を有するなどの要件を満足する実務

経験者を入学者として選考・選抜する。 




